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１．目的・方法・実施概要

社会を取り巻く様々な環境課題がﾋﾞｼﾞﾈｽに大きな影響を与える現在「企業人材の育

成」は、生物多様性主流化を図る上で大きな効果を持つため、「企業人対象の環境ｾﾐﾅ

ｰ」を行った。本ｾﾐﾅｰで目指す企業人材像を「持続可能な企業経営に資する人」「地域

と地球社会の持続性について考える人」「多様な企業人とのﾈｯﾄﾜｰｸを築ける人」とした。

そのために育成する資質を 7つに整理し、7つのﾒｿｯﾄﾞ（体験×座学×ふりかえり×ICT

×ワークショップ×アンケート×相談コーナ

ー）を用い計 8回実施した（表 1）。今回は「体

験」に重点を置いたｾﾐﾅｰを中心に報告する。体

験ﾌｨｰﾙﾄﾞは豊かな生物相が存在する田んぼ・森、

そして、OECM 候補地の企業緑地を選んだ。いき

もの「体験」に重点を置いたｾﾐﾅｰではいきもの

に触れて生きる工夫を学び、生物多様性保全の必要性などを講義した。次に体験と講義

の学びをふりかえり、いきもの・生物多様性の自分事化を行った。さらにふりかえりを

他の参加者と共有し、再度、ふりかえることで学びを深めた。

参加者のふりかえりｼｰﾄを KH-Coder で分析・評価した。参加者からは「生物多様性を

理解し、自分へつなげることが出来ていること」、「体験に参加することに意義を感じ

る」などの評価を得た。また、同じ価値観や意思を持った方々とのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを通じて、

ｱｲﾃﾞｨｱや啓発を受けたという声があった。これらの評価はふりかえりなど今回のｾﾐﾅｰ

のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｻﾞｲﾝによる効果が大きいと考えられた。

２．まとめ

ﾘｰﾀﾞｰが環境課題に取り組むには心の支えが必要で、その支えが「知識の蓄積」と「自

然に触れる経験」の両輪であった。参加者は「体験」で生物多様性を体感し、知識と結

び付けた。また、参加者がふりかえりとﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを通して関係性を築くことで企業間、

業種を超えた環境課題の解決につながると思われる。今後より体験に重点を置いたｾﾐﾅ

ｰを開催し、新たな手法も目指す。

表1 企業人対象の環境ｾﾐﾅｰ 年間実施内容


